
＜様式１＞

28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。
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地 方 債

高齢者事業により導入した牛（肥育牛）の販売
価格（１頭当たり）
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② 人 件 費 （ 千 円 ）
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No.

平成

農業水産課

17

81.0%

2121

149.2%

17

775

141.9%

25年度

②

購入資金の利子補給
実績値

魅力ある農林水産業の振興

活力に満ちた産業のまち

040104

嘱 託 等 人 数 （ 人 ）

指 標 名 （ 上 段 ： 名 称 / 下 段 ： 算 定 式 等 ）

高齢者事業により導入した牛（繁殖牛）の子牛
の販売価格（１頭当たり）

①

達成度

事務事業名

基 本 目 標

政 策 266下玉利　輝幸

作成日

内線

高齢者肉用牛飼育奨励事業

部局名

大村市高齢者肉用牛飼育対策協議会員が購入する素牛の借入金利子を補給する。また、協議会は牛の共同購
入を行い、農家同士の交流を図るとともに飼育管理についても指導する。

平成２８年４月現在　農家数１２戸

目

事業コード

253

農林水産部

課 名

課 長 名

施 策

関 連 施 策

項

事 業 類 型

畜産業の振興

4

担当者名

款

高齢者肉用牛飼育奨励事業

畜産農家での牛の飼育者が高齢化している。
①高齢者の方々に肉用牛飼育を奨励し、有機質堆肥を耕地に還元する循環型農業の促進を図り、農業生産力
を増大させるとともに畜産振興を図る。
②高齢者の方々の社会福祉（健康増進及び生き甲斐づくり）に資する。

農業費

畜産業費4

1

事　業　概　要
意図を達成するために
実施することは何か

重 点 事 業

平成 年度事務事業評価表（一般事業・継続）28
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根拠法令、要綱等
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係る本市単独施策
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行うか
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意　図
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にしたいか
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国 庫 支 出 金
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利子補給

0.15

事業内容

利子補給

事業内容

個 別 計 画

ソフト事業（任意）

開　健一 内線

会計 一般
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

２
次
評
価

担当者意見のとおり

【必要性】

高い やや高い

対象外

【コスト】

【負担割合】 見直しの余地なし

削減の余地なし

事業が抱える問題・課題等

有
効
性

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

平成２７年度、本事業による導入頭数は９頭であり、延べ導入頭数は1,392頭となった。
本事業は、素牛導入に係る借入金利子の一部助成を行っているが、素牛導入に係る経費の一部を助
成する事業として見直した結果、現状維持となった。

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

今後の財源確保に向けた取り組みとして、国や県の利子補給がないか確認を行う。

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

飼料価格の高止まりや自衛防疫問題等により農家の生産意欲が低迷しているため、今後も継続した利子補給が望まれており、
見直しの余地はない。

削減の余地あり 該当なし

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

現状維持

終期設定

今後の方向性

高い やや高い

肥育牛については、管内平均販売価格よりも高値で取引されており、飼育技術の高さがうかがえる。
繁殖牛については、市場における平均販売価格が上昇しており、本事業による効果があるものと思われる。

【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

本市、畜産農家の飼育技術が長崎県でも高いレベルにあることは、高齢者の技術に寄るところが大きく、その継承も含めて、今
後の畜産振興及び生き甲斐対策として貢献している事業である。

やや低い

該当なし

高齢化が進み、後継者がいないため、飼育継続困難となり、農家数の減少とともに飼育頭数も減少して
いる。このため、会員及び頭数の維持・確保に向けた取り組みが必要である。

高い やや高い 低い

低い

畜産の存続を図るには、農家高齢者に蓄積された飼育技術を活かし、畜産業の維持による生き甲斐対策としての施策が必要で
あり、今後も継続した市の関与が必要である。

該当なし

低い 該当なし

農業を営む高齢者に肉用牛の飼育を奨励することで、高齢者の健康や生き甲斐の増進対策に繋がるとともに、畜産の維持・存
続を図るために必要な事業である。

低い 該当なし

No.2


